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(ま　じめもこ

新しい節日に向かって

本年度最初のrわだち｣発行となりました｡昨年度は支部結成20周年の

大きな節目に当たっての諸行事を､皆様のご支援によって無事乗り越えさせ

ていただきました｡有り難うございました｡

今年から次の新しい節目に向かって歩き出したわけです｡

さて､次の目標は?　皆さん-人々々の展望を達成させるのが支部の役目

と考えています｡皆さんガンガンと要望を支部にぶっつけて下さい｡

そのような活動の中でこれだけは絶対にやらなければならないというもの

が幾つかあります｡その一つに｢福祉の後退｣や｢医療の差別｣の問題があ

ります｡お金持ちが｢よい歯｣を入れられて､保険診療ではそれが出来ない

という矛盾にヤット光が当てられたと思ったのに､いま又､同じ誤りが持ち

込まれようとしているのはご存じでしょうか｡何故このような事が考え出さ

れるのでしょうか｡理解に苦しむところです｡ ｢受益者負担｣~の法則を医療

に持ち込む事にはみんなで反対しましょう｡

私たちは2 1世紀に大きな夢をつないでいます｡こうした社会保障の後退

は私たちの夢を根底からゆるがす問題としてゆるしてはならないと思いま

す｡皆様力を合わせて頑弓長りましょう｡

I　トー



第　2　2　回ヨヒ海道支部系愈会終わ･芝,

去る､ 5月9日難病センターにて支部総会を開催しました｡今年は和室

で足を伸ばして､寛いだ雰囲気の中で行ないました｡議事は､全旦一致で

提案通り承認され､役員改選では､従来の役鼻に新しい方にも加わって頂

きました｡.

参加者の中のお一人静内の葛野さんは､ 10年来の会見であっても･総

会等に一度も出られなかったが､体調が良くなったのでと､初参加のご挨

拶をされました｡赤平の林さんも､今回初めて付き添いなしで一人で来ら

れました｡多くの仲間が､一人で自由に外出ができるようになると嬉しい

ですね｡

例年の医療講演はお休みして､伊藤たてお氏に講演をお廉いしました｡

伊藤さんは･今日は家族の前で話すようで･具合が悪いとおっしゃりなが　●

ら､身近で大切な問題を面白く話されました｡

講演要旨は､テープ起こし

が間に合わず次号に掲載しま　…=,こ

す､お楽しみに｡

交読会は､ロシア料理店

｢アンナ｣にて､ご馳走とお

しゃべりを楽しみました｡

今後も皆さんに気軽に参加

していただけるような集会を

企画したいと思います｡

ご意見をお寄せ下さい｡

-2_-

参加者氏名(敬称略)

猪口　英武

鎌田　　毅

中道　和子

東谷美智子
高田　淑子

葛野　盛孝

鈴木恵美子
福田　節子

林　　農子

伊藤　建雄

竿歪　芸●
工藤　紀子

ご主人
重谷エミ子

上戸マツエ　　一

高楠美津子
中村真由美
中村　待子
桜井　彩子

ご参加お疲れ様でした

(中道記)



全国筋無力症友の会北海道支部

1 993年度(第22匝Ⅰ)定期総会

1993年5月9日(日)

プ　ロ　グ　ラ　ム

13:30　　(総　会)

○　開会のことば

○　支部長挨拶

○　来賓挨拶

○　議長選出

○　議事

1) 1992年度活動報告　　　　4) 1993年度活動方針(秦)

2) 〝　　会計報告　　　　　5)　〟　　予算(秦)

3) 〟　　監査報告　　　　　6)　〝　　役員改選

7)その他

14:30　(講演と福祉相談会)

○　演題｢難病対策の2 0周年を迎え､その将来を考える｣

○　講師　財Eg法人　北海道難病連事務局長　伊藤たてお

16:00　　(閉会)

17:00　(交　流　会)　19=00　終了

--13　-



議案( 1 )　　　　1 9 9 2､年度の活動をふりかえって

<　情勢　>

全国筋無力症友の会北海道支部結成2 0周年の節目に当たって､ 2 0年間の

資料の整備､記念誌を主軸にした記念行事も､会員はじめ各方面からのど協力

によってはl≡群刀期の目的を達することができました｡

また､ 2 0周年言己念事業を進める中で友の会活動の理解が社会に対して深ま

りと拡がりを確かめることができた1年でもありました｡

しかし､支部内には会員減少や会員高齢化の問題､専門医の治療が受けられ

ない医療過疎の問題､適切な治療法にめぐり合えない等､解決を要する問題が

沢山残されております｡

また､一方､冷戦終結後の世界が混迷を続ける中で､日本の果たす役割の重

要性について世界の注目と期待を集めております｡こんな重大な時期における

政界のスキャンダルは､国民にとっては耐え難いものがあります｡このような

社会情勢の中で､見切り発車とも思われるような福祉八法の実施や医療法の改

正実施等､その中から我々の福祉と医療の根幹をゆるがす問題が起きて来てい

ます｡

医療･福祉の向上のために友の会活動は益々その役割の重要性を加えており

ます｡

<j日毎道難病連･全国筋無力症友の会(本部) ･日本患者･家族団体協議会

(JPC)との関わりの中で>

全国筋無力症友の会北海道支部独自の活動は､主として支部組織の内に向け

ての活動ですが､私たちが抱えている諸問題を解決するためには､より大きな

組崩宅に力を結集しなければなりません｡

①　北海道難病連の構成団体として

-4-
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私たちの支部は北海道難病連の中にあっては｢筋無力症部会｣として他の

部会と協力して各種の活動を進めております｡

筋無力症部会から難病達に次ぎの役員を出しております｡

○　難病連事務局長　○　理事　　　　　○　評議員(3)

○　事業資金委員(1) ○　合同レク実行委員(1)

北海道難病連は現在2 6の加盟斑体と､ 1 8支部､ 4支部準備会で構成さ

れ､活動の拡充を続けております｡

昭和5 8年に建設された｢北海道難病センター｣は全国に例を見ない施設

であり､北海道の医療･福祉の向上に果している役割は誠に大なるものがあ

り､全国の注目を集めております｡

この難病センターも難病連活動の充実発展に伴い､狭院となり増築を必要

とする現状になっておりますd現在進めている｢ケア佳肴寸別館｣建設運動

はこの難病センター増築に合わせて難病患者や身体障害者の夢を乗せた構想

のものです｡これが実現すれば､北海道の医療･福祉の向上に大きく貢献し

得るものと確信しますo実現に向けて息長い活動を続けることが確認されて

います｡

②旦本患者･家族団体協議会(JPC)に対して

また､北海道難病遠はJ PCの構成Efl体として､医療･福祉の向上･改善

●　に向けて国会請願行動や政府陳情行動をはじめ､各種の活動を続けて即ま

す｡

国会請願署名･募金活動では年々成績が向上し､この通勤に対する広がり

と深まりを見ることができます｡同時に政治･行政の面に大きな成果を上げ

ております｡

③　全国筋無力症友の会休部)との関わりの中二751

-5-



全国運営委員会と全国総会には代表を送ることになっており､その中で他

支部との協力を計り.本部体制強化に側面から支援しております｡

また､全国各支部との情報交換等を通じて相互の融和と協力を図っていま

す｡

<　支部活動　>　　　　1992年度の特色

(》　相談件数　(10-10)

相談件数の漸減傾向と医掛目談オンリーの時代から見ると､生活に関わる　●

福祉面での相談件数増加の傾向が現れている｡

②　新入会員　(6-3)

･牌のこうで関連事項記載

③　退会貞　(10-4)

会員死亡(1) ､他患者会への移穎(日､転居(道外) (2)等

④　会費納入状況　(70%-76,も)

納入率の低下が顕著に見られます｡納入率向上についての努力は精一杯し

たのですが･ -何故でしょうか

⑤　機関紙｢わだち｣の発行

年4回- ･予定どおり発行

ここしばらく新しい治療情報がなく､迫力に乏しい内容に終始しています

が､その分温もりの通ったものを目ざして努力しています

-t-



⑥　支部総会･医療講演会　　5月9日　　　出席人数　　2 5名

○　医療講演会- ･講師:国立療養所札幌両病院　神経内科

土　　井　　静　　樹　　先生

⑦　支部結成2 0周年記念大会

8月2日　　　参加人員　　27名

○　医療講演会･ ･ ･講師:国立療養所札幌両病院　神経内科

島　　　功　　二　　先生

●　⑧難病連の中で取り組む行事

○　チャリティバザー･ ･ ･支部役員総出とボランティアの協力も得て総力

結集の-大行事でした｡各方面からの善意あふれる協力にも支えられて実

績を向上させています｡

○　国会請願署名･募金･ - JPCの項で関連記載

○　チャリティクリスマス･ ･ ･会場を遊ぶ段階から大変苦労を伴う行事で

すが､みんなで力を合わせて成功させました｡

-7-



1 9　9 /3年度摘動日誌

つ/　3　全EE7結会参加

9　支部諾会　医席講演会

蒜話会

16　錐晴連総会

1 7

6ノ/10　｢わだち｣トJ･く)･ 82発行

(東京:中道)

(26名奉加)

('16名参加)

(高EBl福田)

(中道･鈴木)

(措口･中道･福田･鈴木)

(什村･東谷)

28　発病連札硯地区合同レクリェーシヲン　(19名参加)

8/ l　錐稀連全逓集会

2　支部結成2.3周年記念大会

記念施行　　責苛湖へー泊

り/1O rbだち｣No･ t･33発行

10J/18　J PC街頭署名

葡萄狩り

ll 1　　鯛掲地区交流会

(27名参加)

(21各参加)

12/10　｢わだちJ･No･ t';上l発行

'10　無札剛性区チャリティクリスてス′ヾ--テ1 (31名奉加)

i 90　3年

1//23　難碕連役員研修会

3//3-7難病連チャリティノヽザー

(猪口･中道･東谷)

(措口･中道･高徳.竹村･福田･上戸･東谷)

10　｢わだち｣ N,'･ 85発行

その他　光晴連理事会5珂･事業貸金委員会5回･合同レク委員会出席

月1回支部役員会･20周年記念誌締集委員会10回開催

月2珂事溺作業.わ{=ち踊展委員会10群モ
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鵠東(21)

財団法人　北海道牡病連

1992年度ノ

音TS会決井串良告=昏

自: 1992年　4月　1日

至: 1993年　3月31日

音rS会名　筋　無　力　症部　会

1■収入の書rS

科目 涛)D鞋��ﾈ蠅�9'2年度決井 �4Ywb�

会費収入 当tﾅG*"ﾂ�_ー__4_t2｣_e_空だ｣ 5m｢○ �*CfE���4��ﾇ�ﾖ�8�ﾒ�

賛助会費収入 ��ﾅ����ﾊ(抦爾�

上部田体助成金収入 �� ��

配分交付金収入 ��r�∠′クーZ" 版9/tｨﾛｹ���

参加才収入 �ｨ5影7$�7EC���′92.○サ一 �#�:�HﾙｩD�8ﾗ8�ﾂ(4穰｢���#sr｢��

寄付金収入 巳ﾆ���4h�R�--L/.3JJJ �7�.�ﾊCcB��������

協力全速元金収入 迭ﾓ定��(ｬ2�♂.●ー> 僭9$(.h.��

募金箱還元金収入 定*d2��､�."�>占.i;′,i- 白��

署名募金速元金収入 ��′g､占9-.? ��

販売事業収入 �78�ｸ4����y?ーa ��

その他の事業収入 潰H5"�'L?rtr-a ��

&取利恵収入 �<r�7$ﾃ��〆 �.��fﾈﾜｶﾈ*ﾈ�ﾂ�よ00g,身al 

雑収入 楢示62ﾖ��♂ ��

一女由/令tl ��i ��

耕立金取崩収入 �7$��`ヌク1タ.Cg7> �.d8耳��8x���

前期横越金 貞�E�ﾕb粐�9ナノ?>つ ��

収入合計 �*ﾘ5┴��4��ｸ."�'B萋｢��OL/11才zT7/ ��

-?-



-支出の音β

科目 �92年度予算 涛)D�7以�B�摘要 

事業費 ��/jtz>.czTe 艇4譽逖4糘� 

捻会.大会費 ��07Pgd 抱�ｹ�ﾉEu���%����5��ｵ�%�%��仆8������3ﾘ�5��5��$ﾕ��ｲ�H���抱ﾖﾄ����8���i��4�4x/����5��5��

鞄丙連全道集会 ��fLタtJC{- 

医療兼涙金 ��ク1ク｢ロ 

検診相談会 粘��ｲ� 

機関紙.誌費 ��3紺ぐ 

指導パンフ 宥���7'��LL}.aL.<L 

研修会 ��ｨ�"粨4�'�*ﾓ��5-0 

レク.交流会費 艇�ﾗ齏X7Bﾗ'G��ｲ�33J,8 儺Ykﾘｸ(觜4茲�5�7ﾘ5迂R�

実態調査費 ��ｨ7B�〆' ��

地区育成費 �.ﾕ�4蹙C��`久0-Frq 捧¥u��ﾈ�ｲ%�ﾕ���5����8耳磁���DTﾃH嵂ﾙdｸ詆*jB�

相談見補助 �� 

活動費 ��3<-dCa- 兀H8�C�ﾘ5xｦYv�駭r�

hニ1,で､p､ ��′､ 抱ﾜ�ｶ8樸�ｨ痔eｦy?��Y?ｵ��｣｢dﾅ��ﾅ��

:負但金 ��fく∠qぐぐっ 隆��ﾗ'#�ﾒ� 

全国会負担金 �7H耳爾�JLil.ぐTJ �6ﾘ6ﾔﾂﾕ┐wﾒﾘ*��

難病連維持会費 �6�4Y*ﾂﾘ8b�)く∠.JTrp=1 ��w��

〟.JS./(. 輪7$ﾂﾃ｢r�ユ_C一7&,- �48框{���9'ID�]h�9+I���

維持運営費 ��ク{.チr√ 櫨84���2� 

事務局井 册8�"�〟 ��

事務消耗品費 ��'t- ��逸H宜冀ﾇG"ﾗﾘ8ﾈ8H5h峇ﾂ�

通信費 亦ﾖ7$ｨ耳,"�1ク■(■ 舒ie�ﾆ(酵h��

交通費 肌Bﾂ�'*H�ﾒ�/9うL.Jt ��

賛科す 程7*'�｢ﾂ�.♂ ��

雑費 督ﾓﾈ蓼璽�ﾓ��0,- ��

耕立金支出 �� �7V7�耳�｢thｬ2�九愈ifu.(比r1イ音金肋盆ふー 

千億才 ��′√UIfr,8 ���� 

次期練趨金 �� 途x4��亦� 

支出合計 刄�mー即Tr-､ネ./ラ二+7/ 



議案(3)

全国′飯無力症表二の会北海道支部

1 9　9　2年度会計監査報告

上記の件ついて･鮮iEなる監査の結果.適正であることを

報告いたします,

i ()93年5月q日

●
会計監査

氏名下/え1　貴　下

氏名i_かiミ㌃桑
､■　　~■ /

-Il-



議案(4)

1 9 9 3年度の活動方針(秦)

○　全国版無力症友の会本部･北海道難病逓･日本患者･家族団体協議会U

PC)と共に･平和で豊かな社会の創造を目ざして頑弓長りましょう｡

特に今年は医療法の改正や福祉八法の改正等により福祉や医療面の歪みに

注意を払い､是正についてはJ P Cを通して昨年に引き続き連動をしましょ

う｡

私たちは｢経済大国日本｣に見合った｢生散乱を実離せるために医　●

癖や福祉の充実発展を目ざして頑弓長りましょう｡

○　支部の活性化を進めましょう｡

･事務局体制の強化- - ･ - -事務局役員の増員と若返り｡

･患者･家族の要求の掘りおこし- ･今なお医療･経済･家庭内の諸問

題で深刻な悩みをもっている仲間の声を掘りおこす｡

●　2 1世紀に向けての活動の創造- ･若い力･新しい考え方の導入

○　運動の和を広げましょう｡

･友の会賛助会員の加入促進｡

･難病連協力会点の加入促進｡

･国会請願署名･募金活動の促進｡

tk･{

_::: :良品･i

-J2-



4月

5月

6月

7月

8月

●　9月

10月

1 1日

12月

1月

2月

3月

平成5年度行司定言十画

支部総会･講演と福祉相談会･交流会

全国総会

横間誌(わだち)発行　20周年記念誌発行

難構連2 0周年全道集会

支部大会　医療講演会

機関誌　(わだち)発行

地域想議会

機関誌(わだち)発行　難病連チャリティクリスマスパーティ

難病連全道役員研修会

全国運営委員会

機関誌(わだち)発行　難病連チャリティバザー

部会経哩打合せ会

3



議案(6) 1 9　9　3年度　　役塵毒改i基

支部長　　　猪口　英武

副支部長　　鎌田　　毅

中道　和子

事務局長　　東谷美智子

会計監査　　下広　　栄

室谷えみこ

運嘗委員　　伊藤たてお

高田　淑子

竹村　慶子

鈴木恵美子

上戸マツエ

中村真由美

連絡員

(旭川地区)　滝田　清市

(釧路地区)　青田　典子

(帯広地区)　小野岡政子

(阿寒地区)　佐々木昌子

(北見地区)　成田　あき

佐藤　貞行

(空知地区)　林　　亮子

浮穴　　実

(苫小牧地区)鈴木　淳子

(函館地区)　三品奈素子

大沼美恵子

田野　盛事

(機関誌編集委員･難評議員)

(全国運営委員･　錐　理事)

(機関誌編集委員)

(機関誌編集委員･難評議員)

(籍専務理事･矩事務局長)

(機関誌鞘集委員･先評議員)

(難事業資金委員)

(光合同レク実行委員)

(機関誌編集委員)

`′

一/

▲･▼

(先理事･難旭川支部役員)

(建釧路支部役員)

(難帯広支部役員)

(発阿寒支部役員)

(発北見支部役員)

ゲ　　　　ク

(難函館支部役員)

(難静内準備全役異)

-I4--



**(5-)

財団法人　北海道難病連

1993年度　　　`

書rS全会計予井香

自: 1993年4月　1日

重: 1994年3月31日

暮tS会名筋　無　力　症･部　会

■■収入の普β 

科目 涛)D�7以�B�93年度予算 �4Ywb�

会未収入 宝5�ﾘ9�貿e����$槌峯定x�蕀?�u��ｵ��__f3-4腔--- 未s6�7B��

賛助会費収入 劍�ﾃr�

団体助成金収入 � ��

分交付金収入 �� 咼､ﾉ�ﾊ8ﾛｸｾ��

参加井収入 ��と】LZだ≧ ��

寄付金収入 崩峯ｧｴ箕���I__I-Lq--一一一一 i.^LitI ��

全速~金収入 � ��

速~金収入 �� ��
~金収入 ��｢∠) ��

事菓収入 ��.AEIL=Z,i: 估�.郁I�R�

その他の事業収入 ��クcc 辻ﾕ��ﾆ$ﾂtﾂz)ZX48ｦY?X6r�

A取判官収入 �� ��

雑収入 �� ��

立金取崩収入 ��ﾈ�"� ���6ﾘﾘx.ﾘ,ﾉ��7ﾉYSI�ﾂ�

前期練地金 弐(4�-ﾈ*b�~9.EiCPC ��

収入合gi- ��r�7SwCr��ZLaク如 ��

-JS-



■■支出の音TS

科目 剴�)D�7以�2�涛9D�7疫ﾈ撮�摘要 ��

事業費 ��碇87Uｨ5�4R��艇5��#6644�� ��

捨金.大会安 達全道集会 �"_/_._Q_bLddf_ ダ � ��ﾈ�ﾂ� 

射o禰一価 

虎講演会 凵�-■′､ � 佻ﾒ簽ﾔdh�86ﾊ2荀ﾄ�｢靂"池倬R�

診相談会 � � ��

能.誌費 峰崩､&�ｿ���?����わ与./〇千相 

パンフ 劔 ��

会 � � ��

レク.涜会費 � � ��

主賓 凵ﾚフ � ��

成費 �),.T, � �7Y%'Dﾃ�ﾘ��ｸ6ﾙd��

一見補助 � 兩…_{njAA良一- 虎之一2CL?. 舒y�iD�ｵB�

費 � 劍罫騅�隲8酵�b�

__頭嫁ぎ虎雄 � 僂 ��

くつe:i.FC 冲f/如 ��

金 剳�遖ﾅ�8ｸ褻cu�����峯�)7�*e��网Xｿ2�ﾆﾅ�����ﾇ%���ﾆ･�$ﾄ(�｣��_!}_tF"1.1_o_p____4全数_M…___ ノ＼ 

'持会費 

〟:S'/く 剪�___ふ_i______ ユp'01 � 

維持運営千 ����37`fタf- 程�4邵��2� 

事務局費 ｡ �� ���� 

7 峯�%��ｨ�УU%�"� 

___:>__e_i,3度_ 剋ｵか与奄蝕 

■ � �� �� 

横立金支出 剞V鹿熟■^ 冰�4Ssf62��� 

予備費 � ��締�4VvDB� 

一閃 剴r��� 

I支出合計 剩ﾄﾈ�ﾃ2縒���8h7SwｵBｵx4�� 

-fi-



鑑艶を藤巻貯蔵
(~寵､令返信舶113から)

B,坊主ラk'L. {/1 511g (i)に,一飯二9,1略称jL-とLi/1かL/ました叫て

公年次毎ゼ/-,.,れ故乙､ざい3せん.合後県i7'L<殉靖も戚

掃射､乱しますイ'iJ,i/鯨は､長く1･蘇く托(がんめてT,-ソ3す

(辞去･孝雄豪か

B,射2臥北大へ解凍と碓尊に史と直って釦)細

孝仰よおd･んが､･管碑掃見て､, (^親犬,イ御チ)

)-｣

C>卑ぶ号たしておi)ます｡責与和一て入り･麻萌がす<･'桓せん

す称二み合い息和-教会て吋｡ :fLレ､史談会を石亀ニーL下さい･

(北見･官′象康子)-⊥

C,朝子の波東リ塊左はあか)鯛さが頂くあt)iゼんJ'.-Jf.殊

金手ら勿ワ虫和せん｡ど､クで割勘こi-ろLくお据え下さし､ませQ

尋常･亨野草チトー

C'いつt･ I,楓J夢りが･こちこて･･し･吋,々卑･i.いつよTL'毛泉さか確

いて赤銅があまLJ食く動Jすぜん.

盈食草･5.,7町,)申しLLT一ます･ 〔青森･丸紅希言)

-J7-



>各攻がら秘境りカつるいて‡丹3すが.まだ､3だ釈宕い

乙の傾ぐVh.牽押練れが管さ山--よ礼<

(丸像･竹村孝子

>いつも三唱骨,埠です.声3せんがえ税金は女帝<き

まれvlて･よ.bしくも塘身いLlで,かクて事で-ぞて'U,ん午Tvi3･

加鴨･高簡哀弔}-l

B,童歌む塚番卒常て-き1勅はとても麻禍も官く　こ如､らの和

せ々孝之てい3す･　　　　　〔和敷布痕は嬢)

C,勧蹄の昏棟r-は柁野郎Sで1･吐再,こ､又･2人駄々

ませ少て､'.岬{13離ん｡ '1勘蛤事£考L,雛に剛よすク

私像･ tf威革.チ)

C>いつ･むti牌r-fF･)ありbtLrラこTL､ます｡欄打蜜くな

両年､L) tてまT:-了払医大h'･P(蕗--%)"L=人捜してし､ました･

今t葦婚蔽･･. I～2主臥二液組していさヒころです･杜で<

菟91ように甘九ゝぱ･乞患ってし八号とヱ7)てすが･ r方せんすL'竹フくLJL

機動たいと足し,訂｡孝紳士凍す`額食で首が･知慮綿棒

E･-よろLく右傾2,TTL∧Q L紳･轡■与)

C>み,i:頑お元老て寸か了や車LL見波が刑責てl'棒鋼が

アし亨くあt)ません/が. ,I,しピーか破猿,て虐L)が,

~昔~
動静･ 1打田　子鹿/汁



●

●

B, -打直羅)こをって63L)孟1. ′林細石･i,I-J､鬼わぞ.与ETさ

え鮎"Lてあ､()3才.みな碑iお斉体言一大帥こしてTさし.,

(台建｡新富宛3

C>兼官の夕btフた オー<tLL･r<がtt　も一塊禅で承硝01演者毛なく

詣~ご蒜蒜と濫aLIT投票驚1㌢リ
三､㌧線路と線分V7 Zl如わあ射りいたし主音.

∫/脅イ紳

ノ貧農0.啓終t^

如稼･エ嵐乾,a-

>入射`斬毎をしています｡路考力序次帥こ3っり･.

糸鋸､宜如如動tLでZlj3てL/､る工に.高給o'え(抑)

4-iSlエX).^属病や､ぞ3,化で大喪Tす.

/植竹二条えら梢ら雀ヨてあ't7-111昏JLの励れLて.

/し-小感如し,7 13'I)尊王

(iム鴫･エ庵咋第

>友L^合yl骨積のお初各局てそかみ′姦したしへZ-

tguL L･ます軒イ士孝吉してら')訂すU7r'/和tZr､手相套lこ

f{心います,希如てまけ了一等隼頭取'てT射たい乙

整､一打　　　　　　(''g有･希蒔,-さ工)

C> i;麟r-なって　おL)よす. JTは旺tい､f:-.巧て-･'t啄凱

よしT-A-I.観イ碑也をくqJきて＼-ま1,

糸:舘･棚頗}｣
B,攻守の虜から､体調をくす･し/tT減摩病臥′二人陀Lて

危t)ます.

-19-
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C'御車汐水舞しても'{)細　管碓純真1.守れ

-噂動仇一昨噸斬郎■圭をり･佃新鶴乾酪を

してい女手甲碑碩J,4線の祭Tl.ノバ､フー′レL,ています｡凋免とL甘●い

I,Ijf良二なべ廉恥糊.審碑も材Np1--して下丁いませ-

(摩頭'･ jL言1ス矛

C'埠隼耳抑叫く撒しのヰ略し,笹私心舟が午

TjbVIL､た加をけし′て融がo /和紙/-T-JL)･卵類托しT=

I)して鹿田.号の軌か可か→断えなく即3Lrての''1.･人との
^　　　⊥LL I_._I. I

(先晩･承阜キ才3, )
瑚酎紳)頭まe/L

C'碑擁せんJlで･合音の緑野周純度ぺ下され

朋和瓦餌如ても里TQ督林再77Lく+,11L'tえ下

さい.　　　　　　　　(考町#(T女帝手)

B,粛略さんぺ紬､良0,公の昏々称てしま木皮Li,せ軌こ

かてい£1,轡境線で鮒の和船でぜクていま1･
て･1,度閉路釦こ勧Vで-I, r.I vl矛を才気食.く兇･,てし-よす-

聯息敷く右頼1･域します｡　L醜･新鹿多を)

C'購い-机､てt･旦醸するヰむ-し1･-が･漣如榊か1

ベァトて､嘘こ11本なE)れた･酎ん､て施し､埠恥

.71か一球奈で1, (身のiJ7EJの+,才よっうにしてhAL)3･-い

巷食モ中上けい-,i J　　　　(和博.高塀敦5-)

-ユ昏-



>銘紬は率いr--L対bヾ･もL叩きごIY食食は欠守経

て碩吋･"ftg甘ん｡あは素手｡人僻欄沌L)は相

かLtlと-はま'Lす守.綾なqiJ多く,根で才がlpTごか諦観7て

(希千･ 稗雇33- )

L_

●

>彼凝9,啓碑僻搾孝埠てすわ各の替諌打をいに胡旋フ

て孝りgLJ･-うr欄確に脊声L=櫛,7網か-演/,)各藩,ヒ太ろ

やで冬頃実年欲し･3g,　(和慌イ綿　櫓)

>今年こそ13孝/BP LたいZ.患ってたC,てL･･Tが. 3･]

AQTたれ孝かpTltS果せ/L.凍無しへさか-とELつ

ます.替さんにヲpシク.

(Lgi館eチtPg紡



．レ

乙涵てヤ川卜
ふ心
●一一４

鴎

/

＞瞭潟支部；〒抑が隨帥

県よ富子 ｊんよリ

ｙ
乙

ヤｆ
キ
’ノ１

粂xヽ

ｐ４。。1
↑が

か”’。ヤ1、7t

4、11・－

川(ドペふ病床２

(つ年に及荊桐瓶の中

で勺牡才走四事－

が仕事）･７'一言に励

まび（鰹手紙ｙ秀＠

くことLI尽い立7‘;ま

したバーれ卜句伺じ

ごしぐてぼ'かりい/≒

気仙削郭バ健凧な時ににt見過ごＬていなしのが呪こうい’力･/Ｍヽ-,た

郵べか伺カツｊ列づバ丿S謝でいっげし･の毎日を.述ごして辰り（台と

の峯ひ寸｡一

つヽ囮，全咽の今員

り皆之んに（生ざろ

刃Ｊとな･卜1いとし，

ム9ヽいをこめて１と）

枚の絵｝にが卵られ

て孔Jした。哨こ心

ト

げ｀たいｙ厄いl゛4≒

J;ヽ1ﾒと述隆ヤ
型よ皆びふぎ居

１’_、・
’ttW-f

Ｊ才坤ヽ匹ご
言Ｊ

ぶ沁

‰

亀ぢ。

“４｀‾｀）ずダノ..牡

．．ここユ．９．･哨轡岬密俘
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新会員紹介

平成４年４月以降に入会の方々です．どうぞよろしく．

立田志穂〒070旭川市

く敬称略）

@さっぽろ祭りも近付きましたのに、いつまでも肌寒い日が続いており

ますが、皆様いかがお過ごしですか。

すでにｒなんれんｊで案内が届いていると思いますが

難病連結成２０周年記念第２０回全道集会が７月３１日開かれます。

参加される方には友の会より補助します。

へ

宿泊費●・・●●●半額

交通費‥‥‥半額

祝賀会・・・・・・2000円補助します。

８月１日は筋無力症友の会支部大会。医療講演会を予定しております。

会場・・・,゛･・・・（難病センタ‾）卜

会費納入のお願い

平成５年度の会費納入よろしくお願いいたします．

ご承知の通り年間3600円のうち．゛210､j円を本部へ納入し

残り1500円が、支部の活動の財源になります．

未納の方は、振込用紙を同封しますので、納入してください．

振込先郵便振替小樽719712

全圃筋無力症友の会北海道支部

べ３－



打上げ花火も入･,Tる露学年にも向くセットで1e

銀河セット特価¥り00
-2 4-



宿泊料(一泊につき)

消費税込･食事別

宿泊を希望される人数

1　　　　和　室

1､ 5月20日(金)総会前E] (保養セントひよどり)　　　名　　¥2.000

¥3.000

2､ 5月21日(土)総会当日(本館･宿泊館)　　　　　名　　‡2.400

¥3.600

3､ 5月22日(El)総会翌日(保養セントひよビワ)　　　名　　¥2,000

‡3.000

4､ 5月22E] (冒)総会翌日(有馬温泉宿泊)　　　　名

洋室サイン

¥2. 400

‡3, 600

●

(一泊･ 2食つき)

的¥10.I)00

(少しお釣りがある予定)

(しあわせの村･宿泊料表の上段は65才以上の方･心身に陣晋のある方の料金です

特定疾患医療受給者証で､割引料金にして買えるようになるものと思っています)

☆　宿泊人数をお知らせいただく期限･･･-･平成5年9月30日

'..1･LJ-~-i十一ミ

X･兵卒県/r)rLJW亡のrLでの食感艶色L二本即し丘でjvA､.

知日考と藤田クLil L食槻lユ卦〃場数(こ.L･)3す1

-*･女給絶.ふ/JJ 〔 ′lv%行きLiでんれ筋祭かSJZlのda勿頚!!

o　伺忠通F<で全句の首さんと　0　史郎r:･1こt食飲方面一泊　○よi･('J

舟及･車も半島れぐL) (～/1K｢iL"LrJ I,仰柵.也)もLて葡鴫から

7ごリーぐ′j､巧へ　終結を占方円～[万巧

●

　

∴

.



全国箭無力症友の会

i,巳疹直弼え

緒1ユ薮筑＼様

●

●

平成5年5月20日

全国筋無力症友の会兵庫支部

支　部　長　勝　木　春　代

第24回(平成6年度)全国総会についてのお顔い

新緑の候､益々ご消栄のこととお慶び申し上げます｡

さて､第24回(平成6年度)全国総会を　兵庫県神戸市『しあわせの村』　に

おいて開催することが決定いたしました｡

全国各支部の支部長さん始め役員の皆様には､何かとお手をわずらわせ､ご迷惑を

おかけすることと存じますがよろしくご協力の程お厳い申し上げます｡

つきまして姓､ FLあわせの村』の宿泊館･研修館･保養センター等の使用に

つき､昨年8月始めに､特別扱いのかたちで申し込みを済ませておりますが､ 『しあ

わせの村』では､一般の宿泊希望の方々に迷惑のかからないように､全国筋無力

症友の会総会としては｢遅くとも6ヶ月前より以前に｣宿泊者を確定して､あら

ためて『書面を以て申し込むように』との要請がありました｡

丸々一年も先のことを､性急なお願いで実に申し訳なく存じますが､諸般の事情

ご賢察の上､よろしくご協力下さいますようお廉い申し上げます.

第2 4回全国筋無力症友の会総会

日　時　　平成　6年　5月21日(土)　午後1時より

場　所　　『しあわせの村』

〒65ト11兵庫県神戸市北区山田町下谷上字中一里山

その他　　22日(日)　神戸市内観光(解散) -　有馬温泉宿泊(希望者のみ)



鏑　象　私　書乙

O　午前中は鈴木さんと二人で,'F綿磯ヒ蹄･)r:r=み磯の奇の平や

仕事をL王LTi.一人で模作でさるようトrLって工場で徹し.てい

ちょうな紛(こrJi)まLT; b滑ち孝, fl食事壬'かけ各っr:ノ昼食o)

fkL'寸,敏ふと肴且の仕事が給っています｡　　　(ヤ埴)

.Q　今田は純利呈-才Lこ引3受けて碩級りよしllbもう大丈夫です｡

●万才を叶tJたt^よう花札碕//　　　　　　　　　(輿水)

o　爽やかな各節ドなりました｡いつもおチ紘レして下さる福岡ミ

んか大鑑され3した4.早くkL,筑トたフて又r鍬こ仕事が盗泉ます

よう希っていiす｡　　　　　　　　　　　　(竹村)

9　今年戊凌初C)｢メつTTち｣発漣です｡脇鳥の旦中で樋助さんか入

晩､主軌して間もない高67さん(こピン4-ヒッター壬f;頗uL,や

っと間fl各わせよしrLa　　　　　　　　　　　　(泉谷)

+o作事-lSが-潮とっ楓鵬れ略病如私産

の龍.病床の及与丸すか与党･- ｡髄k弾んで嘘の経つi息毎.

鹿事【13つくとも蚤しみと瓦宋感かそれを越とる｡作者ミスがの

りますA:何ネご刈艶tご牌をfi願L,します｡　　(虎口)

ノ　し.さ　て

J　　ヽ1
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